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で、1992 年初出から 2002 年までを第１期「生きづらさ発生期」としておく。つぎに、二










































　2012 年以降、「生きづらさ」関連記事の数は一気に増加する。2012 年の 60 件から年々

































































　NHK 放送文化研究所は「中学生・高校生の生活と意識調査」を 1982 年から行っており、
2012 年に実施した調査との比較した結果を示している（NHK 放送文化研究所 2013）。そ
れによると、この 30 年で、子どもたちの悩みごとの相談相手に変化が見られるという。













1975 年から中学生を対象とした「中学生ウィークリー」を発行してきた。それが 2014 年
10 月 4 日号から「朝日中高生新聞」と対象者と内容を変え発行を続けている。新たな体

















　まず、投稿者の性別は、女子が 154 件、男子が 48 件、不明 27 件となっており、女子の
投稿が多い。つぎに投稿者の学年は、中 1 が 21 件、中 2 が 47 件、中 3 が 55 件、高 1 が 34 件、
高2が32件、高3が17件となっており、中3がもっとも多く、次いで、中2、高1であった。『子
供・若者白書』などを参考に「不登校」や「少年犯罪」などの問題行動の発生時期を見る

































































































　「親が離婚、友達の家族話が憂うつ」（2015 年 9 月 6 日・中 1・女子・鯖子）に対して「ポッ
プに悩み明かせば楽になる」と回答したうえで、さらに続けて「親になるならちゃんとし
ろ！離婚するような状況になってんじゃねえよ」、「こんなこと悩まなきゃいけないなんて
ほんといい迷惑だよ。災難だよ」と親を切り捨てる。
　この他にも「親離れも子離れもできなくて、ずっと互いに依存した状態で非常に不健康
だ」とし、多くの家族関係の投稿に対して、親と距離を取り、親と自分の切り離しを行わ
せるような回答を繰り返している点が特徴的である。
　親からの自立を求める語りは、生活主体であることを意識させるものである。すべての
回答において立ち現れるモチーフが「人生の主体」という点である。
　人生の目標にしても、自分で決めること、交友関係においても、関係をただ継続させた
り、絶交したりすることを求めるのではなく、自分はどうすべきかを自分で考えることを
求めるという構造になっている。
６．若者たちへのメッセージ―終わりに代えて
　はじめに述べたように、日本の若者の自殺は増えている。さらに置かれている社会的・
経済的・文化的状況も変化している。それでは、若者たちの抱える悩みも変わっているの
だろうか。今回の投書記事を分析した限りにおいて、今の若者たちが特別な悩みを抱えて
いるとは言えない。では、どこに特徴を見出すことができるか、さいごにこの点に言及し
ておきたい。
　先にも述べたように若者たちの悩みは、自分自身の性格であったり、家族との関係であっ
たり、進路や勉強であったりとさまざまである。ここで注意したいのは、回答者であるヒャ
ダインの回答の語りである。彼の語りから、①きつい表現、②自己受容・現状受容を説く、
③他者と自分の切り離し、④「主体」の自覚の覚醒、といった 4 つの特徴を挙げることが
できる。
　回答の中で、しばしば使われるのが「残酷だけど」、「キツイことを言いますよ」、「意地
悪な言い方だけど」といった①きつい表現である。こういった語り口は、回答者の「本気」
と「本音」という姿勢であると読み手に受け止められる効果を持つ。このような甘くない
「本音」が多用される裏側には、「本音の語り」を相談者および回答者、そして同時的に場
を共有している多数の読み手たちの「共感」と「カタルシス」をもたらすと考えられる。
　つぎに、「少しはあきらめることも必要」、「ダメな自分も好きになって」、など「認める」
「あきらめる」「受け入れる」という②自己受容・現状受容を促す語りが見られる。実は、
「自分を認める」という作業が、現代の若者にとっては非常に難しいことかもしれない。「生
きづらさ」関連記事においても近年「自尊感情」という用語が見られるようになってきた
ことからも推察できるように、日本の若者の自己肯定感や自尊感情の低さはつとに指摘さ
れている（古荘 2009 など）。回答の中にあったように「ダメな自分を責めるんじゃない、
ダメな自分でもなんとかなる環境作れ」というメッセージは、若者にとって、ただ単に自
分のダメさを自覚するのではなく、他の手立てに目を向けられるような、解決の道筋となっ
ていることがわかる。
　池田曜子は、大人（＝教師）の側にも、子どもの側にも「子どもらしい＝好まれる子ど
も」というフレイミングが存在していること、さらに、好ましい子どもは「率直で元気な
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子」であり、「自分をほとんどださない」「誰からもよい子だと言われ」るような子が歓迎
されず、子どもたちはあえて「子どもらしく」努めなければならないことを発見している
（池田 2016）。
　「好ましい人間」というフレイミングに拘束されている現代の若者にとって、「そのまま
でよい」というストレートなメッセージは、解放の意味をもたらすと言えるだろう。
　さいごに、友人との関係においても、家族との関係においても、「見捨てるのも一つの
方法」、「仲良くする義務はない」という③他者との切り離しの実践を求める語りが見られ
る。「友人だから、家族だから離れられない」という悩みに対して、「向き合っても分かっ
てもらえない関係なら切り捨てろ」というスタンスをとる。つまり、他者の価値観と自分
の価値観の切り離しである。これは４つ目の特徴④「主体」の自覚の覚醒とも重なるが、
自己と他者の共依存・共犯関係から解放し、他者を周縁化することによって、自分の人生
の「主体」であることを覚醒させるメッセージであるといえる。
　①きつい表現、②自己受容・現状受容を説く、③他者との切り離し、④「主体」の自覚
の覚醒という回答の語りの特徴は、裏を返せば、今の若者の生きづらさの一端とみなすこ
とができる。つまり、若者の生きづらさとは、本音で誰かから意見を言ってもらえる機会
の少なさ、自分を出せず、自分を認めることができない状況、みんなとうまくやっていか
なければならないという人間関係に拘束されていること、自分が人生の主体であるという
感覚を持ちにくい状況などに特徴づけられることを明らかにすることができた。
　今後の課題として、回答者からのメッセージが、受け手としての読者である若者にどの
ように受け止められているかという点についての検証の必要性を挙げておく。また、回答
者であるヒャダインの回答の論調に、近年変化が見られることの理由についても併せて検
討したい。
注
１）：厚生労働省　過去日程別の自殺数、「我が国の自殺をめぐる状況」p.6
「② 18 歳以下の自殺者は、学校の長期休業明け直後に増える傾向がある」
4月6日〜8日前後、5月4日〜9日前後、もっとも多いのが夏休み明けの9月1日（約130人）
となっている。
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12201000-Shakaiengokyokushougaihokenfukus
hibu-Kikakuka/0000147193.pdf#search=%27%E5%8E%9A%E7%94%9F%E5%8A%B4%E
5%83%8D%E7%9C%81+%E8%87%AA%E6%AE%BA%E5%8E%9F%E5%9B%A0%E5%88
%86%E6%9E%90%27
２）本稿では、「子ども」「若者」といった用語を使用している。「子ども」には定まった
定義がなく、各種法令においても用語法がまちまちである。「児童の権利条約」では児童
（Child）は 18 歳未満の者を指すが、年齢幅が広く、焦点が定まらない。そこで、本稿では、
もっとも問題行動の発生が多くみられる思春期にあたる年齢の者を対象とし、「若者」と
表記することにする。なお文脈上、「子ども」という表記を行う場合もある。
３）：生きづらさについて言及されて語られているものをそれぞれ出現の古いもの順に表
している。内容については、表現の異なりはあるものの同じ内容を示すものを一つのカテ
ゴリーとした。その結果「障害・発達障害」「不登校」「いじめ」「自殺」「依存症（アルコール・
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薬物）」「男性」「性・LGBT」「ひきこもり」「労働（フリーター・非正規）」「居場所」「家族（被
害者・加害者・自殺）」「貧困」「虐待・DV」「女性（独身・職場・政治）」「異質（肌・外見・
人種）」「性暴力」「非行」「被災」「ネット」「承認欲求」の 20 項目に分けて分類している。
　さらに、掲載数が 3 以上のものに網掛しており、量的特徴がわかるようにしておいた。
４）「朝日中高生新聞」の前身である「朝日中学生ウィークリー」は 1975 年から発行され
ている。紙面構成は変化しているものの、投書記事のコーナーは設置されている。これか
らの課題として、投稿された若者たちの悩みの内容の特徴・変化について精査していく予
定である。
５）回答者であるヒャダインについて、朝日中高生新聞のプロフィールを載せておく。「（本
名・前山田健一）。音楽クリエーター。1980 年生まれ。京都大学卒業後、本格的な音楽活
動をスタート。さまざまなアーティストに楽曲を提供し、自身もタレントとして活動して
いる」
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